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平
成
６
年
８
月
に
開
館
し
た
西
堀

榮
三
郎
記
念
探
検
の
殿
堂
。
１
階
に

あ
る
記
念
室
を
３
月
21
日
㈷
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

西
堀
榮
三
郎
さ
ん
が
実
際
に
使
用

し
た
暖
炉
、
家
具
、
照
明
、
調
度
品

な
ど
を
使
い
、
東
京
都
大
田
区
に

あ
っ
た
自
宅
居
間
を
再
現
し
、
展
示

室
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
を
愛
し
た
父
が
建
て
た
山

小
屋
風
の
暖
炉
の
あ
る
居
間
が
、
西

堀
榮
三
郎
の
人
と
な
り
を
色
濃
く
反

映
し
て
い
る
空
間
。
家
が
解
体
さ
れ

て
も
こ
の
空
間
だ
け
は
残
し
て
、
青

少
年
育
成
事
業
に
ぜ
ひ
使
っ
て
ほ
し

い
。」
と
い
う
西
堀
榮
三
郎
さ
ん
の

三
男　

峯み
ね
お夫
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に

考
え
、
再
現
し
た
暖
炉
の
あ
る
居
間

は
、
子
ど
も
た
ち
の
工
作
や
実
験
に

活
用
し
ま
す
。

　

目
玉
は
、
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
１
０
０
点
以
上
の
実
物
資
料
で

す
。
通
常
の
博
物
館
で
は
、
資
料
を

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
展
示
し
ま
す
が
、

「
西
堀
榮
三
郎
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
寄
贈
し
た
資
料
を
見
る
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
空
間
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
よ
う
に
展
示
し
て
ほ

し
い
。」
と
い
う
ご
遺
族
の
希
望
で
、

家
具
類
な
ど
の
実
物
資
料
は
、
基
本

的
に
触
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
展
示
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
極
の
昭
和
基
地
か
ら

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
配
信
、
南
極

で
書
い
た
西
堀
個
人
日
誌
の
複
製
展

示
、
四
次
元
立
体
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀

「
ダ
ジ
ッ
ク
・
ア
ー
ス
」
で
の
オ
ー

ロ
ラ
鑑
賞
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。
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榮
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西
堀
榮
三
郎
記
念
探
検
の
殿
堂
へ
行
こ
う
！

　

第
１
次
南
極
観
測
隊
の
越
冬
隊
長
と
し
て
活
躍
し
、
登
山
家
・
探
検
家
・
科
学
者
と
し
て
多
く
の
功
績
を
残
し
た
西
堀
榮
三
郎

さ
ん
（
享
年
86
歳　

１
９
０
３
年
～
１
９
８
９
年
）。
そ
の
偉
業
を
は
じ
め
、
近
代
日
本
人
探
検
家
を
顕
彰
す
る
「
西
堀
榮
三
郎

記
念
探
検
の
殿
堂
」
の
記
念
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
西
堀
榮
三
郎
さ
ん
の
人
と
な
り
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
ず
、

や
っ
て
い
る
と
思
え
。」
と
い
う
西

堀
語
録
が
あ
り
、
組
織
で
働
く
際
に

は
「
自
主
主
義
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。

自
主
主
義
と
は
、「
人
が
人
を
使
う
」

の
で
は
な
く
て
、「
み
ん
な
で
や
り

ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
考
え
方
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
57
次
越
冬
隊
」「
探
検
家
・
早

田
文
蔵
研
究
」
な
ど
、
西
堀
さ
ん
の

精
神
を
体
現
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
活

動
を
２
階
展
示
室
で
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
９
日
㈰
ま
で

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

大
人
３
０
０
円
、
小
中
学
生

　

１
５
０
円（
市
民
は
無
料
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）、

　

祝
日
の
翌
日

■
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
企
画
展

西
堀
流
・
愉た

の

し
み
な
が
ら
や
れ
！

　
―
自
主
主
義
で
創
造
性
の
発
揮
を
―

【暖炉】
　自然のなかでも特に山を愛した
西堀さんは、自宅も山小屋風に設
計して居間に暖炉を据えました。
　居間には家族や友人が集い、撮
影された写真の多くが暖炉を背景
に撮られています。

【家具】
　子どものころからモノをつくる人
に憧れて育った西堀さんは、遊び
道具から実験器具まで、さまざま
なものを自作しました。家の中で
もモノづくりをすることを想定し、
傷をつけても目立たないデザイン
の家具を特注し、創造性を発揮で
きる環境を整えました。

【調度品】　
　西堀さんに「心の革命」をおこさ
せた、理論物理学者のアルベルト・
アインシュタイン博士と撮影した写
真、南極で採集した石や砂、表彰
されたメダル類や愛用品など、愛
妻・美保子夫人が大切に保管して
いた思い出の品々を展示していま
す。

　西堀榮三郎さんは明治36年生まれ
で、第1次南極地域観測隊の越冬隊長
を務めた探検家であり科学者です。探
検の殿堂は、西堀さんの両親が本市
出身でゆかりのあることから、平成６
年に開館しました。展示している遺品
は、南極観測隊にまつわる品々はもち
ろん、ボール紙で自作した原子炉の模
型や、統計学を実体験するために創作
した道具などが数多くあります。なか
には、理論物理学者のアルベルト・ア
インシュタインを京都や奈良に案内し
たときの貴重な資料も展示しています。
　展示している家具などの実物資料に
直接触れてください。ご来場をお待ち
しています。

西堀榮三郎さんの
精神を体感して！

角
すみかわ

川咲
さき え

江　学芸員

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

　

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す


